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道
祖
神
祭
図
は
、
木
紙
を
掛
け
軸
に
表
装
し
た
も
の
で
す
。
木
紙
は
縦
三
三
・
六

0
1
1
、
横
四
〇
Ｉ
ハ
ｍ
。
表
装
は
縦
一
五
八
・
〇
ｍ
、
横
四
七
・
〇
ｍ
で
す
。

　
香
取
神
社
の
道
祖
神
祭
は
、
毎
年
正
月
一
四
日
、
氏
子
の
子
供
た
ち
が
宝
船
を
か

つ
ぎ
、
亀
戸
か
ら
両
国
の
辺
リ
ま
で
練
リ
歩
い
た
も
の
で
、
享
保
の
こ
ろ
か
ら
始
ま

り
、
明
治
初
期
ま
で
続
き
ま
Ｌ
た
。
そ
の
光
景
は
「
江
戸
名
所
図
会
」
の
挿
Ｌ
給
に
載

せ
ら
れ
、
‐
東
都
歳
事
記
゛
に
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
木
図
は
人
物
や
宝
船
を
墨
で

描
き
、
朱
、
青
で
淡
彩
を
抱
し
て
い
ま
す
。
作
者
は
浮
垂
絵
師
・
歌
川
広
重
（
一
モ

九
七
―
一
八
五
八
）
で
、
嘉
永
五
年
二
八
五
二
）
玖
降
、
広
重
の
円
熟
期
に
描
か
れ

た
作
品
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
木
図
は
、
江
戸
時
代
の
春
取
神
社
の
古
い
行
事
の
様
子
を
よ
く
伝
え
、
作
者
が
著

名
な
広
重
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
戦
災
を
免
れ
て
区
内
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

貴
重
な
作
品
と
い
え
ま
す
。
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